
食品は消化が良く、栄養価が高いもので、あまり水を飲まなくてよいものやそのまま食
べられるものを用意しましょう。
※乳幼児、高齢者、アレルギーがある場合は対応のものを用意しましょう。

トイレをがまんするために食事や水分を取らない方が増えます。そのため、病気にかか
ったり、体力・免疫力の低下につながります。トイレをがまんしないように、簡易トイレ、テ
ィッシュ、ウエットティッシュ、ゴミ袋を用意しましょう。

最新の避難情報や災害情報を収集できるようスマートフォン、モバイル機器、ラジオ、イ
ヤフォンなどを用意しておきましょう。

自宅が被災した場合は、避難所で生活することになります。また、支援物資が届くまでには時間がかかります。常備薬や使
い慣れた日用品などをすぐに持ち出せるよう非常用持ち出し品としてまとめておきましょう。

用意する優先順位はヘッドライト＞ランタン＞懐中電灯です。両手が空くヘッドライトは
避難所の生活でも重宝します。予備電池、モバイルバッテリーなど充電できるものも用
意しましょう。カセットコンロは、非常食などの食材を調理するための必需品です。



災害など、緊急でお知らせする内
容がある時は、「災害・緊急情報」
のページに情報を掲載します。

災害用伝言ダイヤル（171）　

●録音できるのは被災地の方などの固定電話・携帯電話・IP電話等の電話番号で
す。被災地内から利用の場合も固定電話番号は必ず市外局番からダイヤルし
てください。録音は1伝言30秒以内です。
●被災地以外の固定電話番号をダイヤルした場合、「被災地以外の電話番号では
ご利用できません。被災地の方の電話番号でご利用ください」とのアナウンス
が流れることがあります。
●NTT東日本・NTT西日本の電話サービスから伝言の録音・再生をする場合の通
話料は無料です。他通信事業者の電話、携帯電話やPHSから発信する場合、各
通信事業者にお問い合せください。

災害用伝言版（web 171）　

災害が発生した場合、または発生するおそれがある場合に、越谷市は避難に関する情報を発表します。避難情報や
災害情報はテレビやラジオ、ホームページなどで確認できるので、災害時にすぐ確認できるよう日頃から情報収集
方法を確認しておきましょう。また、災害時の安否確認の方法もチェックしておきましょう。

市では防災行政無線の屋外スピーカーを140か所に
設置しており、災害時は避難情報など越谷市からの
重要な情報をお知らせします。なお、防災行政無線
から放送された内容は、さまざまな媒体で確認する
ことができます。



※防災訓練の経費以外の補助金の支払いは、前金払いとなっているため、購入後の補助申請は受けられません。

阪神・淡路大震災では、がれき等の下敷きとなった3万5千人
のうち、約2万7千人が近隣住民により救出され、約8千人が
消防・警察・自衛隊により救出されました。特に災害発生か
ら24時間以内の救出は、生存率が高く、家族や近隣の方々が
力を合わせて多くの人命を救いました。平常時から自主防災
組織の活動に参加し、いざというときに「助ける人」になれ
るように備えておきましょう。

家庭での備蓄（非常用持ち出し品、備蓄品）



高齢者や障がいのある方など、災害から自らを守ることが困難なため、避難支援を必要とする方（要支援者または要援
護者）から市へ登録申請いただき、台帳を整備するとともに、関係各課、消防局、警察署、越谷市社会福祉協議会、地域
包括支援センターのほか、制度に賛同いただいた自治会・自主防災組織、民生委員・児童委員の方に台帳を提供します。
そして災害時には地域の方々が中心となって、可能な範囲で、避難支援を必要とする方のサポートを行う制度です。
要支援者（要援護者）の安全確保を推進していくためには、地域のみなさんがお互いに協力しあうことが大切です。制度
へ登録された方も地域のイベントや防災訓練等に積極的に参加するなど、日頃から協力しあい、連携できる体制を作り
上げていくことで、いざというときにスムーズな活動が展開できるような仕組みづくりをお願いします。



災害時には、特定の活動が性別に偏ることがあります。
避難所をよりよい環境にするため、できることや得意なこ
とを進んで行うなど、相互の配慮が必要です。

避難所運営には、女性と男性の双方のニーズにきめ細か
く対応することが必要です。女性特有の問題にも応じた
災害対応を行うには、女性の参画が不可欠です。


